


」（
露
）
灘
 

▽
セ
ン
ボ
ン
ヤ
リ

（
キ
ク

科
）
。
日
当
り
の
よ
い
山
地

に
生
え
る
多
年
草
で
す
。
葉

は
根
生
し
ロ
 

ゼ
ッ
ト状
で
 
津

軽
フ
 

下
面
に
は
白
 

い
綿
毛
を
密
 

生
し
ま
す
。
花
の
茎
が
長
く

伸
び
る
さ
ま
を
ク
千
本
槍

4
 

に
た
と
え
て
の
和
名
の
由
来

で
す
。
 

▽
グ
ン
バ
イ
ナ
ズ
ナ
 
（ア
 

，フ
ラ
ナ
科
）
。
畑
や
路
傍
に
 

生
え
る
二
年
草
で
す
。
こ
れ

と
同
じ
仲
間
の
ナ
ズ
ナ
や
マ

メ
グ
ン
パ
イ
ナ
ズ
ナ
は
、
県

内
に
普
通
に
見
ら
れ
ま
す
が

こ
の
種
は
五
所
川
原
で
の
報

告
を
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ワ

ー
セ

ン
タ
ー
の
今
回
の
記
録
が
は

じ
め
て
の
よ
う
で
す
。
和
名

の
由
来
は
果
実
の
形
が
ク
軍

配

4
に
以
て
い
る
ナ
ズ
ナ
と

い
う
こ
と
で
す
。
 

▽
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
（
バ

ラ
科
）
。
山
地
に

生
え

る

落
葉
高
木
で
す
。
和
名
は
ク

上
構
桜
ク
か
ら
転
化
し
た
も

の
で
す
。
む
か
し
亀
甲
で
占

い
を
行
う
と
き
、
 
こ
の
材
 

の
上
面
に
溝

を
彫
っ
て
使

っ
た
の
で
ク

上
溝

4
と
な
 

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
仲
間
に

ェ
ゾ
ノ
ウ
ワ
、・、
 

ズ
ザ
ク
ラ
も
あ
り
ま
す
が
、
 

葉
に
あ
る
密
腺
の
位
置
と
花

び
ら
と
、
お
し
べ
の
関
係
で

見
分
け
が
つ
き
ま
す
。
 

ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
 

5
月
下
旬
ー
六
月
上
旬
 

⑥
 

農
業
者

年
金

で
 

豊

か
な
老
後

を
 

農
業
者
の
皆
さ
ん
、
 「
農
業

者
年
金
」
に
加
入
さ
れ
ま
し
た
 

．刀
 こ

の
農
業
者
年
金
は
、
全
国

の
農
業
者
の
皆
さ
ん
の
永
年
の

熱
望
に
よ
っ
て
で
き
た
制
度
で

厚
生
年
金
な
み
の
年
金
と
い
う

願
望
一
実
っ
た
も
の
で
す
。
農

業
者
の
方
々
の
老
後
の
福
祉
の

向
上
と
農
業
の
近
代
化
、
明
る

い
農
村
を
め
ざ
し
て
昭
和
四
十

六
年
一
月
一
日
か
ら
発
足
し
た

ク
農
業
者
の

た
め
の
年
金

4
 

で
す
。
 

▽
ど
ん
な
人
が
加
入
で
き
る

か
 「

当
然
加
入
」
 

経
営
面
積
（
農
地
）
が
五
〇

ア
ー
ル
以
上
の
農
家
の
経
営
主

で
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

る
人
で
す
。
 

「任
意
加
入
」
 

経
営
面
積
が
五
〇
ァ
ー
ル
以

上
の
農
家
の
後
継
者
、
な
ど
の

条
件
が
必
要
で
す
。
 

な
お
両
制
度
と
も
、
昭
和
四

十
六
年
一
月
一
日
現
在
で
五
十

五
歳
を
こ
え
な
い
人
が
加
入
で

き
ま
す
。
 

▽
い
つ
か
ら
年
金
が
も
ら
え

る
か
 

「
経
営
移
譲
年
金
」
 

六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で

の
間
に
経
営
を
移
譲
し
た
時
点

か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。
 

「
農
業
者
老
令
年
金
」
 

経
営
の
移
譲
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
六
十
五
歳
に
な
っ
た
ら

給
付
さ
れ
ま
す
。
 

「
脱
退
、
死
亡
一
時
金
」
 

三
年
以
上
保
険
料
を
納
め
た

人
が
途
中
で
脱
退
し
た
り
死
亡

し
た
場
合
は
、
納
め
た
保
険
料

以
上

の
一
時
金

が
も
ら

い
ま

す
。
 

▽
発
足
時
の
特
例
と
は
 

保
険
証
の

交
 

市
で
は
こ
れ
ま
で
二
課
四
係

に
ま
た
が
り
扱
っ
て
い
た
住
民

異
動
届
な
ど
の
手
続
を
、
五
月

一
日
か
ら
統
合
し
、
窓
ロ
サ

ー
 

ビ
ス
課
受
付
係
、
各
支
所
で

一

括
し
て
扱
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
住
民
異
動
届
の
ほ
か

国
民
健
康
保
険
証
の
新
規
交
付

訂
正
削
除
お
よ
び
助
産
葬
祭
費

の
支
給
、
国
民
年
金
の
資
格
取

得
と
資
格
の
喪
失
、
乳
児
お
よ

び
妊
産
婦
へ
の
サ
ラ
シ
、
ミ
ル
 
 

こ
の
年
金
は
、
二
十
年
が
最
底

資
格
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
が

昭
和
四
十
六
年

一
月
一
日
現
在

三
十
六
歳
か
ら
五
十
五
歳
末
満

の
人
は
、
五
年
か
ら
十
九
年
を

も
っ
て
最
底
資
格
期
間
と
す
る

有
利
な
取
扱
い
で
す
。
 

▽
保
険
料
は
い
く
ら
か

・

月
額
七
百
五
十
円
で
毎
年
一

月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
の
四

回
に
区
分
し
協
同
組
合
に
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

▽
離
農
給
付
金
と
は
 

五
十
五
歳
以
上
の
経
営
主
で

一
定
の
要
件
で
離
農
し
た
場
合

に
交
付
さ
れ
ま
す
。
 

以
上
、
農
業
者
年
金
の
概
要

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
 

詳
し
い
こ
と
は
市
農
業
委

員

会
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

付
 

・

十
小
 

サ

ー
ビ

ス
課
で

ー
 

ク
の
支
給
な
ど
で
す
。
 

こ
の
窓
ロ
の
統
合
に
よ
り
、
 

今
後
は
各
支
所
窓
ロ
、
お
よ
び

旧
市
内
、
松
島
、
栄
地
区
の
人

は
本
庁
窓
ロ
サ
ー
ビ
課
受
付
係

で
済
ま
せ
る
こ

と
が
で
き

ま

す
。
 窓
口
事
務
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
な
う
た
め
世
帯
内
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
は
国
保
保
険
証
、
 

印
鑑
な
ど
必
要
な
も
の
は
届
け

出
の
さ
い
ご
持
参
願
い
ま
す
。
 

作
文
募
集
 

ー
 
便
局
ー
 

郵
政
省
で
は
文
部
省
、
都
道

府
県
教
育
委
員
会
、
N
H
K
な

ど
の
後
援
を
得
て
第
十
一
回
簡

易
保
険
児
童
生
徒
作
文

コ
ン
ク
 

ー
ル
を
次
の
要
項
で
募
集
し
て

い
ま
す
。
 

△
応
募
資
格
、
小
学
生
5
ー
 

6
年
、
中
学
生
ー
1
3
年
、
 

▽
文
題
、
次
の
い
ず
れ
か
を

選
ん
で
下
さ
い
。
①
「
簡
易
保

険
」
ま
た
は
こ
れ
に
関
連
の
あ

る
も
の
。
⑧
自
由
題
、
 

▽
長
さ
等
、
4
百
字
づ
め
原

稿
用
紙
5
枚
以
内
と
し
作
品
は

一
点
ご
と
に
応
募
票
（
郵
便
局

か
ら
別
途
交
付
）
を
作
文
の
上

に
つ
け
る
こ
と
△
あ
て
先
、
最

寄
り
の
郵
便
局
 

△
メ
切
り
、
昭
4
7年
6
月
3
0
 

日
 △

そ
の
他
、
作
品
は
末
発
表

の
も
と
す
る
。
入
選
作
品
は
郵

政
省
簡
易
保
険
局
に
帰
属
す
る

も
の
で
返
却
し
な
い
。
 

△
賞
、
①
地
方

コ
ン
ク
ー
ル

郵
政
局
賞
、
知
事
賞
、
市
長
賞

⑧
中
央

コ
ン
ク
ー
ル
、
郵
政
大

臣
賞

文
部
大
臣
賞
、
△
入
選

発
表
は
、
地
方

コ
ン
ク
ー
ル
、
 

昭
四
七
年
八
月
、
中
央

コ
ン
ク
 

ー
ル
、
昭
四
七
年
十
月
。
 

災
害
遺
児
に
 

三

万

円
贈

る
 

J
K
c

（日
本
畜
犬
ク
ラ
ブ
 

）
県
津
軽
支
部
は
、
こ
の
ほ
ど

市
内
の
交
通
事
故
な
ど
で
片
親

を
失
な
っ
た
災
害
遺
児
に
あ
げ

て
く
だ
さ
い
と
現
金
三
万
円
を

市
福
祉

事
務

所
に
贈

り

ま
し

た
。
 

こ
れ
は
同
支
部
が
こ
の
ほ
ど

岩
木
川
原
の
市
営
“フ
ラ
ン
ド
で

開
い
た
「
全
犬
種
チ
ヤ
ン
ピ
オ

ン
展
覧
会
」
を
開
い
た
益
金
の

中
か
ら
災
害
遺
児
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
大
会
委
員
長
の
山

上
藤
之
助
さ
ん
が
届
け
た
も
の

で
す
。
市
内
に
は
現
在
災
害
遺

児
が
二
十
九
世
帯
に
四
十
八
人

お
り
、
市
福
祉
事
務
所
は
近
々

災
害
遺
児
家
庭
に
配
分
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
 

ー
窓
ロ
 




